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要約　基礎看護学実習において，臨地に近い体験と看護技術を実施する機会を確保するため，リモートで対象
者を受け持ち模擬患者に看護技術を実施した．アンケートの回答を分析した結果，学生は，コミュニケーショ
ン技術に対する気づきや，グループで対象者を受け持ったことでの学びを実感していた．しかし，リモートで
対象者の療養生活を知ることには限界があり，臨地での直接的な体験がないことで今後の実習への不安を感じ
ていた．学生は，模擬患者から直接フィードバックを受けることで，自分の看護技術を客観的にふり返っていた．
様々な制限を受ける学生の学修を保障するため，模擬患者を活用した演習を取り入れる等，実習方法の工夫が
必要である．
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Ⅰ．はじめに

　2020年4月7日に新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う緊急事態宣言が全国に発令されて以降，看護基礎教
育機関においては，対面授業の中止だけでなく臨地実
習の代替措置を余儀なくされた．初めての緊急事態宣
言の発令から1年以上が経過した現在でも，新型コロ
ナウイルス感染症の流行は収束せず，全国のあらゆる
地域で，緊急事態宣言・まん延防止等重点措置がくり
返し発令されている．日本では，新型コロナウイルス
感染症拡大防止策として，2021年2月から新型コロナ
ウイルスワクチンの接種が開始となり，2021年9月14
日時点で全国民の51.5%にあたる65,214,186人の人々が
2回目のワクチン接種を終えている１）が，日常生活上
の様々な活動に制限を受ける状態が現在も続いてい
る．
　日本看護系大学協議会２）によると，2020年9月から
10月以降に開講または開講予定の実習科目について，
従来から予定していた臨地日数・時間で実習を行うと
回答したのは，調査に協力のあった全国2,140校の看
護系大学のうち，全体の15.7%にとどまり，83.4%の大

学が臨地の日数・時間の短縮，実習時期や実習施設の
変更，学内実習あるいは遠隔実習への変更といった影
響を受けていた．先行研究３）４）５）６）７）８）では，クリ
ティカルケア領域（統合実習）・在宅看護学・老年看
護学・母性看護学・慢性期看護学におけるオンライン
実習の取り組みについて述べられており，ペーパーペ
イシェントを用いた看護過程の展開やロールプレイン
グ，Video on demand（VOD）システムや模擬患者
の活用，オンライン会議システムを用いたカンファレ
ンスの実施といった工夫がなされていた．
　基礎看護学実習でのオンライン実習の取り組みとし
て，先行研究では，3年次学士編入コースの学生を対
象とした「基礎看護技術実習」で動画視聴によるシャ
ドウイング実習を行い，環境整備・バイタルサイン測
定は学内演習で実施したもの９）や，劇団員模擬患者
を活用してオンラインでコミュニケーションを行った
もの10）があった．オンライン実習について，山本ら11）

は「学生の学習意欲の維持が課題でありリアリティー
があり関心を持って学べる教材開発と実習設計が課題
である」と指摘している．
　基礎看護学は全ての看護実践の基盤となる内容を教
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授する科目であり，基礎看護学実習は「臨床の場の対
象（患者）に対して、講義や演習で習得した基礎的知
識・技術・態度を実際に統合して看護活動を展開する
初めての実習であり、さらに今後の学習を深めさせる
ための重要な科目である」とされている12）．学生にとっ
ては初めて対象者を受け持ち，臨床の場で看護を実践
する実習であり，今後の学修に対する動機づけという
面からも基礎看護学実習での体験は学生にとって重要
な意味を持つものと考える．しかしながら，今回，本
学基礎看護学実習においても，新型コロナウイルス感
染症拡大に伴いリモート実習へと実習方法の変更を余
儀なくされた．その状況をふまえ，学生の学修を保障
し，可能な限り臨地に近い体験ができ，看護技術を実
施する機会を確保できるよう，リモートで対象者を受
け持ち，模擬患者に看護技術を実施した．本稿では今
回の基礎看護学実習におけるリモート実習と模擬患者
への看護技術の実施を通してどのような学びを得られ
たか，学生のアンケートから明らかにし，新たな実習
方法への示唆を得る．

用語の定義
リモート実習：�学生が病棟には赴かず，遠隔で行う実

習とする．
オンライン：�学生がインターネットを通じて病棟にい

る指導者や対象者・教員とやり取りを
行っている状態を指す．

オフライン：�学生がインターネットには接続せず，学
内にいる他の学生や教員とやり取りを
行っている状態を指す．

Ⅱ．目的

　基礎看護学実習におけるリモート実習と模擬患者へ
の看護技術の実施について，得られた学びを学生のア
ンケートから明らかにし，新たな実習方法への示唆を
得る．

Ⅲ．実習の概要

１．実習方法
１）履修学生
　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う実習時期の変
更により，2021年8 ～ 9月に基礎看護学実習を履修す
ることになった2年次生19名であった．
２）学生グループ編成
　1名の対象者を4 ～ 5名の学生で受け持った．各グ
ループ内でさらに2名または3名の小グループに分か
れ，日々の計画発表や実習指導者への報告，対象者と
のコミュニケーションは小グループから日替わりで代

表の学生1名を決め，その学生が中心になって実施し
た．
３）受け持ち対象者
　受け持ち対象者の決定に際し，言語的コミュニケー
ションが可能な対象者であること・日常生活に何らか
の援助を必要とする対象者であることを条件として，
対象者の選定を実習病棟に依頼した． 
４）リモート実習における個人情報保護・倫理的配慮
（１）受け持ち対象者に対して
　学生がリモート実習で受け持つことについて，以下
の内容を病棟担当教員・実習指導者同席のもと文書と
口頭で説明し，同意を得た．
①�リモートで援助を見学するにあたって，事前に同意
を得てから見学を行うこと
②�リモート実習への協力は自由意思であり，同意を撤
回しても看護および診療上の不利益は一切ないこと
③�個人情報の保護と，ITリテラシーに則り，学生が
実習中に得られた情報を閲覧する際には周囲の環境
に注意し，撮影・録画・録音は一切行わないこと

（２）学生に対して
　対象者とのコミュニケーションやリモートでの援助
の見学の際に，閲覧しているPC画面や音声を通して
第三者に情報が漏洩することを防ぐため，学内で指定
された講義室または看護実習室で学内担当教員の指導
の下，実習に参加した．
５）新型コロナウイルス感染症対策
　学生は，本学看護医療学科作成の新型コロナウイル
ス感染症　感染予防・対応マニュアルに則り，「体調
管理・行動記録表」に，実習開始2週間前から体温・
体調・外出や家族以外の他者との交流の有無について
記録を行った．記録した内容は，毎朝実習開始前に学
内担当教員に報告し，非接触型体温計で検温・手指消
毒を行った後に講義室等に入室した．座席は学生間の
距離を取ることができるように予め指定し，昼食休憩
は黙食を徹底した．また，適宜，アルコール含有の除
菌クロスで使用した机等を清拭し，手指消毒を行った．
　模擬患者に対する看護技術の実施では，学生はマス
クとフェイスシールドを着用して技術を実施した．
６）教員指導体制
　病院実習日は1病棟につき1名，計2名の教員が担当
し，学内は1名の教員が担当した．学内実習日は3名の
教員が担当した．模擬患者に対する看護技術の実施で
は4名の教員が担当した．
７）事前準備
　病棟オリエンテーション用動画の撮影（詳細は後述）
と受け持ち対象者の基本情報（疾患，治療，ADL）
を得た．実習初日に病院および病棟オリエンテーショ
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ンとして，学生に動画を視聴させ，受け持ち対象者に
関しては，基本情報を基に学習をさせた．

２．実習内容
１）基礎看護学実習の目的・目標
　基礎看護学実習の実習目的・実習目標を表1に示す．
学生にとっては初めて対象者を受け持ち，看護援助を
実施する実習であるため，リモート実習であっても，

できる限り臨床での実習に近い体験ができるよう実習
内容を検討した．
２）リモート（オンラインによる）実習の方法
　実習スケジュールと病院実習日（リモート）の1日
の流れを，それぞれ表2・表3に示す．対象者とのコミュ
ニケーションやリモートでの援助の見学，実習指導者
とのやり取りは，学生・教員ともに大学貸与PCを使
用してMicrosoft Teamsを利用して行った．

表1　基礎看護学実習の目的・実習目標

表2　実習スケジュール 表3　病院実習（リモート）１日の流れ
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（１）情報収集
　受け持ち対象者の情報収集については，実習初日に
病棟担当教員が病棟に赴き，受け持ち対象者の情報収
集を行った．情報収集は，既往歴・家族情報・入院ま
での経過・入院から受け持ちまでの経過とADLの状
況・主な治療やリハビリテーションの内容・検査デー
タといった内容を中心に行った．学生には，受け持ち
対象者を理解するために必要な情報収集項目をグルー
プで検討させ，学生が考えた情報収集項目の内容に
そって，教員が口頭で受け持ち対象者の情報について
説明した．

（２）病棟紹介
　事前に実習病棟に依頼し，病棟担当教員が病棟内の
設備を撮影した（ナースステーション・談話室・介護
浴室・特殊浴室等）．撮影した動画は専用のUSBに保
存し，学内担当教員のPCでスクリーンに投影して学
生に視聴させた．

（３）援助の見学
　主にバイタルサイン測定や昼食の配膳とセッティン
グ，昼食前の血糖測定・インスリン自己注射，手術創
のガーゼ交換等を見学した．清潔ケア等，羞恥心を伴
う援助は見学しなかった．その他，受け持ち対象者を
担当している理学療法士の承諾を得て，病棟内で行わ
れているリハビリテーションの様子を見学した．

（４）対象者とのコミュニケーション
　大学貸与PCとWebカメラを使用して，受け持ち対
象者とのコミュニケーションを実施した．2名の対象
者は難聴があったため，イヤホンを準備した．対象者
が混乱することを防ぐため，1名または2名の学生が画
面上に顔を出してコミュニケーションを行った．受け

持ち開始当初は，学生の言っていることが聞き取れず
対象者が聞き返す場面も多く見られたが，学生も大き
な声でゆっくり話す・簡潔な言葉で伝える等，対象者
の個別性にあわせて工夫し，徐々に円滑にコミュニ
ケーションを取ることができるようになった．また，
うなずきや相づち，要約等，学修したコミュニケーショ
ン技術を活用することができていた．

（５）援助計画の立案と実施
　実習5日目に，学生個々に受け持ち対象者の概要と
必要な援助の方向性をまとめた資料をもとにカンファ
レンスを行い，グループで受け持ち対象者に必要な援
助の方向性について検討した．6日目・7日目に実施し
た援助の内容は，リモートで実施できるパンフレット
を用いた教育計画が中心であった．また，冷罨法を計
画したグループもあり，学生の計画に基づいて病棟担
当教員が受け持ち対象者に実施した．

（６）オフライン時の学習活動
　通常の臨地実習と同様に1日の実習目標と行動計画
について，学内担当教員の確認を受けた後，指導者に
発表した（オンライン）．援助の見学や対象者とのコ
ミュニケーション以外の時間帯は，問診やコミュニ
ケーションの内容の検討，記録への記載，自己学習を
行った．その間，学内担当教員がグループおよび学生
個々に助言・指導を行った．

３．模擬患者を活用した看護技術演習
　看護技術の実施を補う目的で，実習9日目・10日目
に70歳代～ 80歳代の5名の方々に協力いただき，事例
を設定して看護実習室で技術を実施した．設定した事
例は表4－1・2のとおりである．

表4－1　設定した事例①

表4－2　設定した事例②
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　学生は2人1組として，主となって援助を実施する学
生と補助役の学生とで役割を分担した．学生は，一連
の援助について，準備から後片づけまでの実施方法と
その根拠・留意事項に関する内容の事前学習を行っ
た．
　学生1人あたりの実施時間は最大40分間として，概
ね30分以内に実施できた．援助の実施終了後に模擬患
者からフィードバックを受けた．フィードバックは，
学生が模擬患者に確認したい内容を事前に考えてお
き，模擬患者に質問，模擬患者が返答する形で行った．
補助役の学生の役割は，主となって援助する学生が，
補助役の学生にどのような補助を依頼するのかを計画
しておき，その内容に基づいて行動した．主な補助の
役割は足浴・清拭に使用する温湯の準備や温度管理，
片付けの補助であった．

Ⅳ．方法

１．対象者
　大学の看護学科に在籍する基礎看護学実習（リモー
ト実習）の履修者19名のうち，調査への協力に合意が
得られた学生．

２．調査時期と方法
　調査時期は2021年9月とした．調査方法はMicrosoft 
Formsによる匿名でのWebアンケートとした．

３．調査項目
　リモート実習に関する調査項目は9項目とした．「実
際の病棟の構造や雰囲気をイメージすることができ
た」「対象者がどのような環境で療養生活を送ってい
るか知ることができた」「対象者の状態をアセスメン
トするために必要な観察ができた」「対象者に援助を
実施するために必要な情報を収集できた」について，
「できた」「まあまあできた」「あまりできなかった」「全
くできなかった」の4段階で質問した．また，自由記
述として「対象者とのコミュニケーションについての
感想」「グループで対象者を受け持ったことへの感想
や意見」「教員との関わりについての感想や意見」「そ
の他、実習に関する感想や意見、要望」について質問
した．
　模擬患者への看護技術の実施に関する調査項目は2
項目とした．「模擬患者に対する看護技術について、
実際の対象者への援助の実施がイメージできた」につ
いて「できた」「まあまあできた」「あまりできなかっ
た」「全くできなかった」の4段階で質問した．自由記
述として「模擬患者からのフィードバックについての
感想」について質問した．また，全体をとおして気づ

いたことや感想について，自由記述で質問した．

４．倫理的配慮
　アンケートを実施するにあたり，個人は特定されな
いこと，個人情報の保護，回答は自由意思であり，調
査への協力の有無が成績評価に一切影響することはな
く，回答の有無や内容について学生が不利益を被るこ
とはないこと，アンケートの結果は本学紀要で公表す
る可能性があることを文書で説明した．学生への口頭
による説明は，強制力が働かないよう科目の主担当で
はない教員が実施した．

５．分析方法
　リモート実習に関する調査項目と模擬患者への看護
技術の実施に関する調査項目は，Microsoft Excelを
用いて単純集計を行った．自由記述については，記述
された文章の意味内容について検討し，類似している
ものに分類した．分類の過程では，判断の偏りを防ぐ
ため複数の教員で検討し，妥当性の確保に努めた．

Ⅴ．結果

１．アンケートへの回答結果
　リモート実習に参加した19名全員から回答があっ
た．結果を表5に示す．
　「実際の病棟の構造や雰囲気をイメージすることが
できた」について，「まあまあできた」17名（89.5%），
「あまりできなかった」2名（10.5%），「対象者がどの
ような環境で療養生活を送っているか知ることができ
た」について，「できた」6名（31.6%），「まあまあで
きた」9名（47.3%），「あまりできなかった」4名（21.1%），
「対象者の状態をアセスメントするために必要な観察
ができた」について，「できた」4名（21.1%），「まあ
まあできた」14名（73.7%），「あまりできなかった」1
名（5.3%），「対象者に援助を実施するために必要な情
報を収集できた」について，「できた」6名（31.6%），「ま
あまあできた」12名（63.1%），「あまりできなかった」
1名（5.3%）という回答であった．
　模擬患者への看護技術の実施に関して「模擬患者に
対する看護技術について、実際の対象者への援助の実
施がイメージできた」については，「できた」5名
（26.3%），「まあまあできた」11名（57.9%），「あまり
できなかった」3名（15.8%）という回答であった．

２．自由記述への回答結果
　自由記述への回答の結果を表6－1～ 5に示す．それ
ぞれ記述された文章の意味内容について検討し，類似
しているもので分類した． 
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（１）対象者とのコミュニケーションについての感想
　【自然な会話】【非対面での難しさ】【情報収集の難
しさ】【自身のコミュニケーション技術への気づき】
の4項目に分類された．
　学生は対象者とのコミュニケーションをとおして
「情報収集することが目的になってしまい、質問攻め
になってしまった」「質問ばかりしてしまい、自然な
流れで日常会話をすることがあまりできなかった」「何
か話さないとと思うとどうしても観察項目のことを尋
ねてしまっていて、援助を実施しているときに他愛の
ない会話ができるようになればいいと思った」と【自
然な会話】に関する記述や，「何度も聞き返されるこ
とがあり、難しいものだという思いが強い」「目と目
を合わせて話したかった」「コミュニケーションの中
で、対象者の表情などを観察することが難しかった」
といった【非対面での難しさ】，「コミュニケーション
をしてそこから情報を集めることは簡単ではないこと
を学んだ」「必要な情報を収集しながら、コミュニケー
ションをとることは難しいと実感した」といった【情
報収集の難しさ】に関する記述があった.
　また，「自分のことでいっぱいいっぱいになってし
まい、対象者に寄り添うという意識が薄れていたと
思った」「自分自身のコミュニケーション技術で不足
していた点についても見つけることができ、今後改良
をしていきたい」と【自身のコミュニケーション技術

への気づき】に関する記述があった．
（２）グループで対象者を受け持ったことへの感想や
意見
　【自分では思いつかない視点や気づき】【様々な視点
からの考え】【情報共有や協力】【他者のコミュニケー
ションからの学び】の4項目に分類された．
　「グループで受け持ったことで一人では考えつかな
かったことも知ることができたので良かった」「考え
を共有することで、自分が思いつかなかった考えを知
ることができ、視野が広がったと思う」といった【自
分では思いつかない視点や気づき】や，「複数の視点
で観察できたことで、新たな発見があった」「たくさ
んの視点から、いろんなアイデアがでたので、より良
い援助ができたと思う」といった【様々な視点からの
考え】，「役割があることで、主体的に動くことができ
るきっかけになってよかった」「グループで問題や情
報共有をすぐに行うことができたため良かった」と
いった【情報共有や協力】，「グループで対象者を受け
持つことで、一人が対象者とコミュニケーションをと
る機会は、少なかったが、他のグループメンバーと対
象者との会話を観察することができ、その後のコミュ
ニケーションの取り方の参考になった」といった【他
者のコミュニケーションからの学び】に関する記述が
あった．

表5　アンケートへの回答結果
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（３）教員との関わりについての感想や意見
　【コミュニケーション場面における教員からのフォ
ロー】【教員からのアドバイスや指導】【学習環境の調
整】の3項目に分類された．
　「コミュニケーションで行き詰った時に代わって、
関連した話題などを話してくださったので、そこから
また関連した話を質問することができたので良かった
です」「コミュニケーションで困った際に、会話を上
手くリードしてくださった」といった【コミュニケー
ション場面における教員からのフォロー】や，「実習
中に何度もアドバイスをいただいて、考え方に幅が広
がったため、よかった」「時には厳しいことや、的確
なアドバイスなども言ってくださったので実習でどの
ようにしていけばいいのか理解できた」といった【教
員からのアドバイスや指導】や，「他のグループが見
学をしているときにその続きで連絡をしていたとき
は、音声を聞いていなかったので連絡を聞き逃すこと
があった」「対象者の様子やカルテの情報を共有して
くださったり、私たちが少しでも対象者と関わること
ができるようにと、多くの電子機器を用いて、リモー
トで繋いでいただき、指導者さん同様、私たちが学べ
るように工夫していただいているということを感じ、
頑張ろうという気持ちになった」といった【学習環境
の調整】に関する記述があった．

（４）その他，実習に関する感想や意見，要望
　【オフライン時間の有効活用】【学びの実感】【領域
実習への不安】【臨地に行けなかったことへの思い】【リ
モートによる戸惑い】の5項目に分類された．
　「リモートでつないでいない間の時間をもっと有効
活用できたと感じた」「片方のグループが援助の実施
や見学などがあったときに、その間は自己学習や情報
の整理をしたが、長くなりすぎると何をすればいいか
わからなくなってしまったことがあったので、できる
だけ平等に見学や実施の時間があればいいと思った」
といった【オフライン時間の有効活用】や，「病棟に
行けなかったのは残念だったが、リモートであるから
こその学びをできたと思う」「最初は不安だった実習
が、記録等のしんどさもあったが、援助のやりがいを
少し感じられたため、全体としては、楽しかった」と
いった【学びの実感】や，「今回臨地の様子を知るこ
とはできたが、実際には行っておらず、臨地を経験し
ていないのは私たちだけなので、来年からの実習が不
安」「リモート実習での学びは大きかったが、一度も
病院に行けていないため正直三年生の各論実習が心配
だ」といった【領域実習への不安】や，「一回だけで
も実際に病院に行ってみたかったです」「リモートで
できることも多くあったが、病院に行って病院の1日
の流れを感じたかった」といった【臨地に行けなかっ

表6－1　対象者とのコミュニケーションについての感想
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たことへの思い】や，「リモートでの実習はちょっと
ラグがあったり、誰が話すのか迷って話し始めるまで
に時間がかかったりしていた」と【リモートによる戸
惑い】に関する記述があった．

（５）模擬患者からのフィードバックについての感想
　【フィードバックから得られた気づき】【模擬患者か
らの励ましへの感謝】【技術の未熟さ】の3項目に分類
された．

表6－2　グループで対象者を受け持ったことへの感想や意見

表6－3　教員との関わりについての感想や意見
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　「気になっていたことについて正直に答えてくだ
さったので自分の改善すべきところに気付くことがで
きた」「対象者目線でどのように感じたのか教えてく
れて、自分の援助について客観的に評価することがで
きた」といった【フィードバックから得られた気づき】
や，「優しい言葉を頂いた」「たくさんの助言をくださっ

た」といった【模擬患者からの励ましへの感謝】や，「援
助を実施する中で、生活の様子も交えながらコミュニ
ケーションをとればよかった」「まだまだ自分の技術
が足りてないことに気づいた」といった【技術の未熟
さ】に関する記述があった．

表6－4　その他、実習に関する感想や意見、要望

表6－5　模擬患者からのフィードバックについての感想
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Ⅵ．考察

１．アンケートへの回答結果
　今回，基礎看護学実習でリモート実習を行うにあた
り，学生にとっては初めて対象者を受け持ち，看護援
助を実施する実習であるため，できる限り臨床での実
習に近い体験ができるよう実習内容を検討した．また，
今回リモート実習の対象となった学生は，1年次「チー
ム医療ふれあい実習」においても学内実習となってお
り実際の臨床の場を経験できていない．そのため，ま
ずは実際の病棟の構造や雰囲気をイメージできるよう
に，実際の病棟オリエンテーションと同様に，病棟師
長やスタッフが病棟内の設備を案内しながら説明して
いる様子を動画撮影し，学生に視聴させた．また，実
習指導者への計画発表や報告は，ナースステーション
内で実施することが多く，実習指導者の背景として
ナースステーションの風景や音声が入り込む場面も
あったことから，学生がナースステーションの様子に
ついてうかがい知ることになり，「実際の病棟の構造
や雰囲気をイメージすることができた」という項目に
対して「まあまあできた」17名（89.5%）という回答
結果につながった可能性があると考える．
　「対象者の状態をアセスメントするために必要な観
察ができた」という項目では「できた」4名（21.1%），
「まあまあできた」14名（73.7%），「対象者に援助を実
施するために必要な情報を収集できた」という項目で
は「できた」6名（31.6%），「まあまあできた」12名（63.1%）
という回答結果であった．今回，グループで対象者を
受け持ったことに対して学生は，「複数の視点で観察
できたことで、新たな発見があった」といった【様々
な視点からの考え】や，「グループで問題や情報共有
をすぐに行うことができたため良かった」といった【情
報共有や協力】に関する内容を記述していた．舩木13）

は，看護に関する経験や知識の習得だけでなく，それ
までの生活歴なども情報を捉える力に影響を与える可
能性があると述べている．学生の観察や情報収集に関
する能力には個人差があると思われるが，グループで
対象者を受け持ち，観察点や情報収集に関する意見交
換を行うことにより，ほとんどの学生が「できた」「ま
あまあできた」と評価した可能性があると考える．
　「対象者がどのような環境で療養生活を送っている
か知ることができた」については，「できた」6名
（31.6%），「まあまあできた」9名（47.3%）に対し，「あ
まりできなかった」と回答したのは4名（21.1%）とい
う結果であった．前述したように，今回リモート実習
の対象となった学生は，実際の対象者の生活の場に身
を置いたことがなく，撮影時間に限りがある中，PC

の画面越しで対象者の療養生活の様子を知ることには
限界があったものと推察される．岡田ら14）は，オン
ライン実習について，実際の対象者の生活の場を訪問
し，その療養の場で看護を実践することでしか学べな
いことは多く，実習として限界があることは事実であ
ると述べている．これらのことから，「対象者がどの
ような環境で療養生活を送っているか知ることができ
た」という項目について「あまりできなかった」と回
答したのは4名という結果につながったのではないか
と考える．

２．自由記述への回答結果
（１）対象者とのコミュニケーションについての感想
　学生の記述内容は【自然な会話】【非対面での難しさ】
【情報収集の難しさ】【自身のコミュニケーション技術
への気づき】の4項目に分類された．
　【自然な会話】について，学生は対象者との会話が
質問攻めになってしまったことや，自然な流れで日常
会話をすることができなかったと記述していた．また，
【情報収集の難しさ】については，コミュニケーショ
ンをとりつつ必要な情報を収集する難しさについて記
述していた．後藤・大坊15）は，大学生は苦手なコミュ
ニケーションの相手として「初対面の人」との関係を
あげており，大学生が苦手とするコミュニケーション
状況は，相手との関係が長期的に想定されており，関
係維持という目標のもと，相手からのフィードバック
により注意を向け，それに適切に応答し，会話自体も
長く維持することが求められると指摘している．また，
菊地・岡本16）は，看護学生の情報収集について，患
者から直接聞くことや患者の環境・経済状態など踏み
込んだ情報を聞き出すことが看護師よりもできていな
いと指摘しており，病気や経済状態などといった患者
のプライパシーに関わる深刻な会話を持つことは，学
生の実習における緊張感を高めることにもつながると
述べている．なおかつ，基礎看護学実習は，学生にとっ
て初めて対象者を受け持つ実習であり，初対面の対象
者との関係に緊張し，コミュニケーションを取ること
自体に困難を感じる学生も少なくない．これらのこと
からも，学生にとって，初対面の対象者と実習期間を
通して良い関係性を構築・維持できるようスムーズに
会話を行い，なおかつ必要な情報収集を行うことは極
めて困難な状況であったと推察される．
　【自身のコミュニケーション技術への気づき】につ
いて，学生は，自分のことで精一杯になっていたこと
や，コミュニケーション技術で不足していた点につい
て記述していた．小手川ら17）は，【思い通りにならな
い体験】をするからこそ【自己の課題の発掘】につな
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がり，【学習意欲の向上】につながっていると述べて
いる．学生は，対象者とのコミュニケーションで【自
然な会話】を行う難しさや【情報収集の難しさ】を実
感し，思い通りにならない体験をしたからこそ，学生
が自由記述で述べているように「自分自身のコミュニ
ケーション技術で不足していた点についても見つける
ことができ、今後改良をしていきたい」といった【自
身のコミュニケーション技術への気づき】へとつな
がったのではないかと考える．
　【非対面での難しさ】について，学生は，何度も聞
き返された・目と目を合わせて話したかった・表情の
観察が難しかった等と記述していた．今回の実習の受
け持ち対象者は高齢であり，2名は難聴があったため
イヤホンを使用してコミュニケーションを取っていた
が，周囲の状況によっては学生の声が聞き取りづら
かった可能性がある．また，円背のある対象者では
Webカメラを使用してコミュニケーションを取って
いたが，対象者の姿勢によっては表情がわかりづらく
なることがあり，今後，工夫が必要であると考える．
（２）グループで対象者を受け持ったことへの感想や
意見
　学生の記述内容は【自分では思いつかない視点や気
づき】【様々な視点からの考え】【情報共有や協力】【他
者のコミュニケーションからの学び】の4項目に分類
された．学生はグループで対象者を受け持ち，メンバー
で考えを共有したことで視野の広がりを実感し，良い
援助につながったと記述していた．島田・石野18）は，
学生の実習経験で「良かった経験」と認識されている
経験について，グループメンバー同士で学習支援がで
きるようなグループダイナミクスが働くようになれ
ば，グループメンバー同士で学習支援ができるように
なり，「嫌だった経験」として認識されている学習混
乱は解消できると述べている．「学習混乱」とは，援
助技術へのとまどいや知識不足による混乱など学習状
況に関することをさしているが，学生はグループで対
象者を受け持つことにより，互いの知識不足を補うこ
とで「学習混乱」を解消し，グループメンバーとの関
係性を「良かった経験」としてとらえることができた
のではないかと考える．
（３）教員との関わりについての感想や意見
　学生の記述内容は【コミュニケーション場面におけ
る教員からのフォロー】【教員からのアドバイスや指
導】【学習環境の調整】の3項目に分類された．学生は，
コミュニケーションで困難に感じた際に教員からフォ
ローを受けたことや，時には厳しいアドバイスもあっ
たこと，学生の学びを保障するために教員が努力して
いることを感じたことについて述べていた．島田・石

野19）は，学生の学習支援においての教員の役割は，
学生ができた，わかったというところまで助言・指導
することが重要であり，教員も実習環境の人的環境の
1人として，看護師同様，学生にとってのよい看護モ
デルとなれるよう努力が必要であると述べている．ま
た，安酸20）は，教員の優しいとか厳しいといった表
面的な態度でだけで教員を良い経験や嫌な経験に位置
付けているのではなく，厳しくてもその結果，できた
経験やわかった経験となった場合は良い経験として位
置付けていると述べている．これらのことから，実習
においては時には教員がモデルとなり，必要であれば
厳しいアドバイスも交えながら，学生ができた・わ
かったと納得できるところまで指導することが重要で
あると考える．
（４）その他，実習に関する感想や意見，要望
　学生の記述内容は【オフライン時間の有効活用】【学
びの実感】【領域実習への不安】【臨地に行けなかった
ことへの思い】【リモートによる戸惑い】の5項目に分
類された．
　【学びの実感】について，学生はリモートであるか
らこその学びや，看護のやりがいについて実感できた
と記述していた．佐々木ら21）は，学生にとって実習
が成長につながる要因として【自己学習】【看護実践】
【自己内省】【環境】の4カテゴリーをあげており，学
生は，「実習経験」「教員や看護師」「対象者」「他職種」
「友人」という【環境】の中で知識や技術を身につけ
る【自己学習】を行い，それを【看護実践】を通して
発揮する中で，実習中の自身の「心理状態」「性格特性」
「スキル」「視点・思考」といった自身の持つ課題に直
面し【自己内省】を行っていると述べている．学生は
今回の実習を通して対象者や実習指導者，友人，教員
との関わりを持ち，自己学習や技術練習を行った内容
を対象者や模擬患者に実践し，自己の課題に気づくこ
とができ，【学びを実感】するに至ったのではないか
と考える．
　【オフライン時間の有効活用】【リモートによる戸惑
い】について，オフライン時間の有効活用やオンライ
ン時の時間調整，タイムラグがあることでの戸惑いに
関する記述があった．また，教員との関わりについて
の意見で，連絡の聞き逃しに関する記述もあった．リ
モート実習では，病棟担当教員と学内担当教員・学生
の三者間で，互いにPCの画面越しに見える一部の情
報からでしか相手の状況を把握することができず，相
手が今どのような状況にあるのか判断することが困難
であった．そのため，互いの状況が把握できるように，
より意識して情報共有を行っていく必要があると考え
た．
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　【領域実習への不安】【臨地に行けなかったことへの
思い】について，学生は，リモート実習での学びは認
めつつも，臨床を経験していないことや今後の実習に
対する不安，実際の臨床を体験したいという思いを述
べていた．髙岡ら22）は，新型コロナウイルス感染拡
大下で実習に臨む学生が「実習の質の低下」「就職活
動への影響」「自分の力がつくか」といった「オンラ
イン・学内実習で大丈夫か」といった不安や「実習経
験が少なくても就職先の教育システムで学べるか」「看
護師になってからの技術力」「実習にいけなかった看
護師というラベリング」といった「卒後教育・臨床で
の課題」といった不安を感じていることを指摘してい
る．前述したように，今回のアンケートの結果からも，
実際の対象者の生活の場に身を置いたことがない学生
にとって， PCの画面越しで対象者の療養生活の様子
を知ることは困難であったと推察され，「臨床の場を
体験できていない」ということは，リモートでの実習
の限界ではないかと考える．
　谷口ら23）は，大卒新人看護師のリアリティショッ
クに関するインタビューの中で，学生時代はlow risk
の患者のバイタル測定とコミュニケーションが主で
あったが，入職するとhigh riskの患者の受け持ちとな
り，学生時代の受け持ちとレベルの違い・ケアの差に
戸惑いを訴えており，学生時代とのギャップを埋める
ために「実習の時間をもっと長くしたほうがいいので
は」といった発言があったと述べている．また，従来
からの看護基礎教育の現状と課題として「患者の安全
が重要視される中で、学生は臨地実習の範囲や機会が
限定される方向にあり、卒業時に1人でできるという
看護技術が少なく、就職後、自信が持てないまま不安
の中で業務を行っている」24）と指摘されており，こ
のような状況が新人看護師として臨床に出た際のリア
リティショックの要因となっていることや，最悪の場
合離職にいたることが懸念される．以上のことから，
学生が臨床の場に身を置き，看護技術を実施する機会
を確保することは，学生が新人看護師として入職した
際のリアリティショックを軽減することにつながる可
能性があると考える．今回，新型コロナウイルス感染
症拡大にともなってリモート実習へと実習内容が変更
となった学生は特に，本来の実習とは別に病棟見学の
機会を持つなど臨床の協力を得ながら，実際の臨床の
場を体験する機会を持つことができるよう，支援して
いく必要があると考える．

３．模擬患者を活用した看護技術演習について
　アンケート調査の結果「模擬患者に対する看護技術
について、実際の対象者への援助の実施がイメージで

きた」という質問に対して「できた」5名（26.3%），「ま
あまあできた」11名（57.9%）という回答結果であった．
佐野ら25）によると，現在，看護学教育で活用されて
いる模擬患者の種類は，標準模擬患者 （standardized 
patient）と一般模擬患者 （simulated patient）である
とされている．阿部26）は，一定のレベルで標準化され，
学生に対して公平かつ公正に対応する標準模擬患者に
対し，一般模擬患者は，簡単なシナリオによる自由度
のある演技ができ，他の模擬患者と演技を厳密に合わ
せる必要はなく，また学生の演習へのフィードバック
はするが演習内容の評価はしないといった特徴がある
と述べている．また，佐野ら27）は，演者が高齢者で
あれば，個別差はあるものの外見上の変装は不要であ
り，コミュニケーションに関連した諸機能の低下も自
然体のままで十分高齢者のリアリティは表現できると
述べている．今回，依頼した模擬患者は特別な訓練は
受けていない一般の高齢者であったが，我々が設定し
た事例とほぼ同年代であり，加齢に伴う身体的な変化
やコミュニケーションの取り方において，学生がある
程度のリアリティを感じることができ，実際の対象者
への援助の実施をイメージすることができたのではな
いかと考える．
　また，模擬患者からのフィードバックについて，学
生の記述内容は【フィードバックから得られた気づき】
【模擬患者からの励ましへの感謝】【技術の未熟さ】の
3項目に分類された．小手川ら28）は，模擬患者を導入
した演習での学生の体験について，模擬患者からのリ
アルなフィードバックを受けることで，自分では気づ
くことができない事に気づき，自己の課題や改善点が
具体的に見え，自己を捉える視点の広がりを実感して
いたと述べている．今回の模擬患者に対する看護技術
の実施においても，学生は，援助の対象者である模擬
患者から直接フィードバックを受けることにより，自
分の看護技術について客観的に振り返ることができ，
改善すべき点などの気づきがあったのではないかと考
える． 
　前述したように，患者の安全が重要視される中で，
学生が臨地実習で経験できる技術の範囲は制限されて
いる傾向にある．その上，現在は新型コロナウイルス
感染症拡大に伴って，さらに実習経験が限定された学
生も少なくない．以上のことから，学生が臨床での対
象者への看護技術の実施をイメージできるよう，模擬
患者を活用した演習を取り入れて，臨床での看護技術
の実施経験を補うことも有効であると考える． 
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Ⅶ．結語

　今回，基礎看護学実習において，可能な限り臨地に
近い体験ができ看護技術を実施する機会を確保できる
よう，リモートで対象者を受け持ち，模擬患者に看護
技術を実施した．学生へのアンケートの回答を分析し
た結果，以下のような示唆を得た．
・�学生は，自然な流れで会話をすることや，コミュニ
ケーションをとりつつ必要な情報を収集する難しさ
を感じていたが，思うようにいかない体験から自身
のコミュニケーション技術への気づきを得ることが
できていた．

・�学生は，グループで対象者を受け持つことによって，
互いの情報収集能力を補い，考えを共有したことで
視野の広がりを実感し，より良い援助を実施できた
と感じていた．

・�学生は，対象者や実習指導者，友人，教員との関わ
りを持ち，自己学習や技術練習を行った内容を対象
者や模擬患者に実践することで，自己の課題に気づ
くことができ，実習での学びを実感していた．

・�学生は，病棟紹介動画等を通して病棟の構造や雰囲
気をイメージすることができていたが，実際の対象
者の生活の場に身を置いたことがない学生が，PC
の画面越しに対象者の療養生活の様子を知ることに
は限界があった．

・�学生は，リモート実習だからこその学びがあること
を実感していたが，今後の領域実習への不安や，臨
地に行けなかったことへの思いを感じていた．

・�模擬患者への看護技術の実施について，学生は，模
擬患者から直接フィードバックを受けたことで，自
分の看護技術について客観的に振り返ることがで
き，改善点などに気づいていた．

・�様々な制限を受けている学生の学修を保障するため
に，模擬患者を活用した演習を取り入れる等，実習
方法の工夫が必要である．
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